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自由に学ぼう
興味を持って

ド
ン
ド
ド
ン
！

　博物館ワーキンググループの祭りばやし研究会が打ち鳴らす太鼓と笛の音が、
博物館内の古民家に響き渡ります。同館にはさまざまな分野のワーキンググループ
があり、各会員が楽しみながら活動しています。
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新型コロナウイルス関連記事は8面
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　「地域博物館は、その地域に住む人たちが地域とのつな
がりを認識し、自らがまちづくりに主体的に加わっていく
きっかけとなるもの。『まちづくりの装置』とも言えるので
はないでしょうか」と東海大学准教授の江

え
水
みず
是
ただ
仁
ひと
さんは話

します。博物館学を研究している江水さんは、博物館と地
域住民をつなぐきっかけ作りなどにも関わっています。「地
域博物館が、所蔵資料を使って地域の魅力を研究するワー
クショップなどを開き、新たな学びの場を提供する。そう
すれば、住民はさらに深く、自らの地域を知りたいと思う
でしょう。そして、住民が知ったことを地域活動で生かせ
ば、まち全体の財産にもなります。学びと地域を結び付け
ることが、地域博物館の役割だと言えますね」。
　自分以外の人がどんな価値観を持っているかを知るのに
も、地域博物館は大きな役割を持ちます。「例えば、地域の
成り立ちなどに関する住民の世代間の意識差なども、博物
館の資料を使って議論し、互いの考え方を共有していくこ
とで解消できるのではないでしょうか。世代を超えて住民
同士をつなぐ役割としても、大変力強い存在です」と評価
する江水さん。「住民と連携することで、地域博物館はより
多くのことを地域に還元できるはずです」と語ります。

　市博物館の開館以来、同館の研究を支えてきたのが博物館ワーキンググループです。
皆さんも参加して、興味のある分野をより深く学んでみませんか。

問　博物館☎33ー５１１１

博物館で豊かな学びを
　
「
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
は
、
地
域
に
根
付
い
た
研
究
活

動
を
す
る『
地
域
博
物
館
』で
あ
る

当
館
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
」と
市
博
物
館
の

早
田
旅た

び

人と

学
芸
員
は
話
し
ま
す
。

　

同
館
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動

は
、
大
学
な
ど
で
使
わ
れ
る
博
物

館
学
の
教
科
書
で
も
紹
介
さ
れ
る

ほ
ど
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
を
支
え
る
の
が
、
学
芸

員
と
市
民
が
共
同
で
研
究
に
取
り

組
む
、
博
物
館
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
す
。

　

現
在
、
同
館
に
は
15
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り（
３
面
下

囲
み
）、
同
館
が
専
門
と
す
る
考

古
・
歴
史
・
民
俗
・
生
物
・
地
質
・

天
文
の
各
分
野
に
分
か
れ
、
担
当

学
芸
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。「
研
究
の
進

め
方
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
ど
な
た
も
楽
し
み

な
が
ら
、
大
変
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
」と
早
田
学
芸
員
は
話

し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を
担
当

学
芸
員
が
決
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
も
一
方
的
な
決

定
は
せ
ず
、
会
員
と
相
談
し
な
が

ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
あ
く

ま
で
研
究
仲
間
、
共
同
研
究
者
で

す
か
ら
、
学
芸
員
と
会
員
が
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で

す
」と
強
調
し
ま
す
。「
学
芸
員
だ

け
で
研
究
す
る
よ
り
も
大
き
な
成

果
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私

が
担
当
し
て
い
る『
平
塚
の
空
襲

と
戦
災
を
記
録
す
る
会
』は
、
会

員
に
よ
る
長
期
間
に
わ
た
る
当
時

の
証
言
集
め
の
結
果
、
初
め
て
分

か
っ
た
事
実
が
多
く
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
が
実

を
結
ん
だ
好
例
と
言
え
ま
す
ね
」

と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

昭
和
51
年
の
開
館
以
来
、
同
館

が
目
指
す
市
民
と
の
協
働
の
在
り

方
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
。
活
動
の
目
的

の
ひ
と
つ
が「
研
究
成
果
の
還
元
」

で
す
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
興

味
に
基
づ
い
て
参
加
し
、
調
査
や

研
究
を
重
ね
て
い
く
も
の
。
活
動

し
て
い
く
中
で
、
会
員
自
身
も
知

識
や
技
術
を
深
め
、
最
終
的
に
は

研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
き
ま

す
」と
早
田
学
芸
員
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
成
果
は
、
毎
年
２
月
に
開

く
博
物
館
文
化
祭
や
、各
特
別
展
、

研
究
成
果
を
ま
と
め
た
冊
子
な
ど

で
発
表
し
、
市
民
へ
と
発
信
し
て

い
ま
す
。
発
表
の
場
を
設
け
る
こ

と
は
、
自
身
の
活
動
へ
の
評
価
を

実
感
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。「
研
究
を
し
て『
楽
し
か
っ
た
』

で
終
わ
ら
ず
に
、
研
究
成
果
を
公

に
還
元
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け

る
。
単
な
る
趣
味
の
活
動
と
は
違

う
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
取

り
組
み
の
大
き
な
特
徴
で
す
」。

　
「
一
つ
の
テ
ー
マ
を
長
く
研
究

し
続
け
ら
れ
る
こ
と
も
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
良
い
と
こ
ろ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
る
早
田

学
芸
員
。「
最
初
は『
望
遠
鏡
で
星

を
見
て
み
た
い
』『
古
文
書
に
触
れ

て
み
た
い
』と
い
っ
た
理
由
で
、

気
軽
に
参
加
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
興
味
の
あ

る
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
研
究
し

て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
活
動

に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
、
と
い
う

例
が
と
て
も
多
い
ん
で
す
」と
熱

を
込
め
ま
す
。

　

今
後
も
研
究
成
果
を
地
域
に
発

信
し
続
け
る
た
め
、
博
物
館
は
多

く
の
仲
間
を
求
め
て
い
ま
す
。
興

味
が
湧
く
分
野
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

力
を
合
わ
せ
て
研
究
活
動

博
物
館
の

共
同
研
究
者

活
動
成
果
を

地
域
に
還
元

興
味
の

お
も
む
く
ま
ま
に

地
域
博
物
館
と

　
住
民
で

　
ま
ち
づ
く
り

　お祭りに行くと、笛や太鼓が奏でる
おはやしの音が聞こえてきて、ついそ
ちらへ引き寄せられる――。こんな経
験をしたことはありませんか。「とにか
くおはやしを演奏したくて参加しまし
た。おはやしは『楽しむ』ことが一番。
ワーキンググループでも、おはやしを
楽しむ心を大切にしています」と話す
のは、祭りばやし研究会に所属する添
田悟郎さん。同会では、おはやしを構
成する笛・２種類の太鼓・鉦

かね
の練習の

ほか、会員が日本各地のお祭りで見聞
きしたおはやしの情報交換をすること
で理解を深め、楽しんでいます。
　おはやしは楽譜がなく、メロディー
やテンポが地域ごとに大きく異なるの
が特徴です。「練習にはおはやし好きの
人が飛び入りで参加することも多く、
その人の地域で演奏しているフレーズ
を教えてくれたりもするんですよ」と
ほほ笑みます。
　同会は発表の場が多いのも特徴で
す。毎年５月にある、博物館こどもフェ
スタや国際交流フェスティバルなどで
腕前を披露し、おはやしの文化を発信

祭りばやし研究会
楽 し く 奏 で る

演奏の仕方を相談する添田さん
（写真左から２番目）

自身が担当する「古文書講読会」で
相談に乗る早田学芸員（写真中央）

しています。「会で練習した人が地域の
お祭りなどでおはやしに取り組むこと
で、地域の伝統文化の保存へも貢献し
ています」と話す添田さん。会の活動
を通じておはやしの楽しさと技術を多
くの人に伝え、それぞれに自分の住む
地域でもぜひ、おはやしを演奏しても
らいたいと期待します。「おはやしはと
ても奥が深く練習のしがいもあり、子
どもでも大人でも十分に楽しめるもの
です。今後も、たくさんの人に分かり
やすく、おはやしの魅力を伝えていき
たいですね」。
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●祭りばやし研究会　各地の祭りばやしを学
び、笛・太鼓・鉦

かね
の演奏技術を習得します。月

１回、土曜日の午後４時30分～６時。15人。
●古代生活実験室　古代人の技術を学び、実践
します。火おこし道具の改良や古代の土笛の制
作・演奏などを中心に活動します。月１回、木
曜日の午前10時～午後３時。10人。
●天体観察会　天体の観察方法などを学び、来
館者が星に親しむ手助けをします。月１・２回、土・
日曜日の午後と夜間。平日にも活動する場合が
あります。中学生以上の方10人。
●裏打ちの会　博物館で所蔵する古文書の補修

作業をします。毎月第３水曜日、午前10時〜午
後3時。３人。
●地球科学野外ゼミ　野外を歩いて地層や岩石
などを観察します。月１回、土曜日または日曜
日の午前９時～午後５時。10人。
●民俗探訪会　古地図を持って野外を歩き、暮
らしと地形の関わりなどを調べます。毎月第３
水曜日、午前10時～正午。10人。
●聞き書きの会　市内に長く住む方の体験談を
聞き取り、聞き書き集「記憶をつないで」にまと
めます。毎月第２火曜日、午前10時～正午。10人。
●石仏を調べる会　市内の石仏マップなどを作
ります。毎月第２・４木曜日、午前９時30分～午
後３時。５人。
●平塚の空襲と戦災を記録する会　平塚空襲に
関する聞き取り調査などをします。月１回、土
曜日の午後１時30分～４時30分。10人。
●古文書講読会　博物館に所蔵されている古文
書を講読し、活字化・発表をします。毎週金曜
日、午前10時～午後３時。5人。
●平塚の古代を学ぶ会　相模国府と古代の歴史

を調べ、相模国庁脇殿の模型を製作します。月
１回、原則として日曜日の午前10時～午後３時。
10人。
●地域史研究ゼミ　地域史料を読み解き、地域
史を調べます。月１回、土曜日の午前10時～正午。
古文書が読める方５人。
●東国史跡踏査団　市内外の地域で、現在と明
治時代の地図を比較しながら歩き、遺跡の立地
や環境を記録します。月１回、土曜日。10人。
●生き物ズームプロジェクト　野外での生物の
観察などをします。月１回、原則として日曜日
の午後１時～３時。10人。
●展示解説ボランティアの会　当番制で博物館
の来館者へ展示を解説します。定例会は月２回、
毎月第１・３木曜日の午前９時30分～正午。当番日
は週１回、午前９時30分～午後４時。10人。
募　住所・氏名・年齢・電話番号・希望する
グループ名を、往復はがき・メールで、３月29
日（日）までに、〒254―００４１浅間町12―41博物館
☎33―５１１１ muse-event@city.hiratsuka.kana
gawa.jpへ。

ます。
　「『星を見る会』での天体解説や、
望遠鏡を使った星空観察のサポー
トには特に力を入れています。星
への興味を広げる手助けをするこ
とも、私たちの大事な役割なんで
す」と小林さんは強調します。
　現在では昔に比べ機械の性能が
向上し、さまざまな観測方法を手
軽に試せるようになりました。「星
に興味がある方はぜひ、私たちの
活動に加わってほしいですね」と
期待を込めます。

んぐりをすりつぶして固めて焼く古代食のどんぐり
クッキーを作りました。とてもおいしかったのでその
後も自宅で作り、食感や味など、工夫を重ねています。
自分で手を動かしてみないと分からないことが多く、
それも魅力の一つですね」と笑顔を見せます。現在取
り組んでいる土笛作りも、素材となる粘土の質や吹き
口の形などを研究し、より良い音が鳴るように改良し
続けています。
　活動では全員が試行錯誤しながら、古代の生活を満
喫しています。「きっと古代人もこうして、『とにかく
やってみよう』の精神で生活していたはず。それは私
たちも同じです。火おこしや土器作りなどに興味が湧
いた方は、ぜひ一度、私たちの活動をのぞいてみてく
ださい」と呼び掛けます。

す。「当時使われていた紙の質感や
墨の濃淡を感じられる古文書を、
未来の世代にも見てもらいたいん
です。会の活動をこれからも続け、
地域の歴史を伝える古文書をでき
るだけ多く後世に残していきたい
ですね」と意欲を見せます。

　「夜空にどれほどの数の流れ星
があり、どんな動きをしているの
か、昔から気になっていました」
と話すのは、天体観察会流星分科
会に所属する小林隆

たかし
さん。同会は

望遠鏡を使った星空観察や、博物
館で開く観察会「星を見る会」のサ
ポートに加え、流星・天文学・太
陽の三つの分科会でも活動してい
ます。
　流星分科会では、流星を撮影す
るカメラの作成と、流星の解析に
取り組んでいます。試作を重ねて
完成したカメラ「流星号3」は、動
体検知機能で流星を確実にとらえ
る優れもの。それぞれのメンバー
が観測した結果を持ち寄って解析
し、流星の故郷を探し求めてきま
した。
　「流星をきれいに撮影できてい
た時や、うまく解析できた時は
『やったぞ』という気持ちになりま
す。毎晩ワクワクしながらカメラ
を回していますよ」と笑顔を見せ

　皆さんは「古代生活」と聞いて、どんな想像をします
か。火おこしや土器作り、竪穴式住居などが思い浮か
ぶでしょうか。そんな古代の生活を、机上だけでなく
実際に再現して検証しているのが、ワーキンググルー
プ「古代生活実験室」です。同会は平成９年の活動開始
以来、縄文土器や古代食、織物を作ったり、火おこし
をしたりと、古代の生活を実践。古代人の暮らしを五
感で確かめてきました。
　「古代の生活を再現しよう、というのが活動のコン
セプトです。その当時を生きた人々の感覚を、肌で感
じたいんです」と話すのは、同会一番の若手である中
西令子さん。「ものを作るのは好きですし、まずは自分
の手を動かす、という会の方針が性に合っていたんで
しょうね」とほほ笑みます。「以前の活動で、拾ったど

　年月がたって傷んだ古文書の裏
側に和紙を貼り補修する作業、そ
れが「裏打ち」です。「ワーキンググ
ループの『古文書講読会』に入って
いましたが、読む前の段階の補修
も自分でやってみたいと思い、参
加しました」と話すのは、裏打ち
の会に所属する吉原悦子さん。同
会は、博物館が所蔵する古文書の
うち、主に江戸時代の古文書の裏
打ち作業をし、所蔵資料の将来へ
の保存に貢献しています。
　扱う古文書は虫食いの穴だらけ
で、染み付いた汚れも目立ちます。
作業は水で洗うことから始まり、
その後和紙に貼っていきます。「使
うのりは小麦でんぷんで作られて
いるので、貼り間違えても水で濡
らせばやり直せます。これはずっ
と受け継がれてきたやり方です。
昔の人の知恵には感心しますね」
と話します。
　裏打ちされた古文書は博物館に
展示され、来館者の目にも触れま

ワーキング
グ ル ー プ
会 員 募 集

慎重に土笛を焼く中西さん（写真左）

天 体 観 察 会

古代生活実験室

裏 打 ち の 会
観 察 か ら 解 析 ま で

「とにかくやってみよう」

資 料 を 正 確 に 補 修

▼
の
り
付
け
は
落
ち
着
い
て
慎
重
に

◀︎
古
文
書
を
整
理
す
る
吉
原
さ
ん

カメラを試作する小林さん（写真中央）

いろいろありますワーキンググループ 　博物館ワーキンググループには、他にも個性的な
グループがたくさん。活動の一部を紹介します。

詳しい内容は
お問い合わせ
い た だくか、
博物館ウェブを
ご覧ください。
抽選。

一 緒 に 学 ぼ う
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ         

広報紙をより良いものとするために市ウェブでアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元コードからアンケートページにアクセスできます。

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　３月２３日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

教
育
委
員
会
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

会
計
年
度
任
用
職
員

　

採
用
予
定
は
４
月
１
日
以
降
。

定
員
に
達
す
る
ま
で
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
時
に
面

接
の
日
時
を
決
め
ま
す
。
選
考
。

　
①
介
助
員　

市
立
の
幼
稚
園
や

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
な

ど
で
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生

徒
を
介
助
し
ま
す
。
139
人
②
医
療

的
ケ
ア
学
校
看
護
師　

１
人
。

募　

電
話
で
募
集
状
況
を
確
認
の

上
、市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書（
②

は
資
格
証
明
書
の
原
本
も
）を
、

本
人
が
直
接
、
浅
間
町
４
―
39
子

ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
36
―

６
０
１
２
へ
。

馬
入
水
辺
の
楽が

つ

校こ
う

　
お
魚
調
べ

　

ウ
ナ
ギ
を
保
護
す
る
た
め
に
置

い
た
、か
ご
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

　

４
月
11
日（
土
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
雨
天
中
止
。

相
模
川
河
川
敷
の
馬
入
水
辺
の
楽

校
風
車
前
に
集
合
。
小
学
生
以
上

の
方
20
人（
先
着
順
・
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）。着
替
え
・
タ
オ
ル
・

ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
・
帽
子
・

飲
み
物
・
軍
手
・
ノ
ー
ト
・
筆
記

用
具
。
500
円
。
ぬ
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

全
員
の
必
要
事
項
・
年
齢
を
、

往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
み
ど

り
公
園
・
水
辺
課
☎
21
―
９
８
５

２

m
idori@

へ
。

び
わ
青
少
年
の
家
　
夏
休
み

利
用
抽
選
会

　

夏
休
み
中
の
７
月
21
日（
火
）～

８
月
30
日（
日
）に
、
び
わ
青
少
年

の
家（
土
屋
２
７
１
０
―
１
）を
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
生
以

下
の
方
が
主
体
の
10
人
以
上
の
団

体
。
日
帰
り
ま
た
は
１
泊
２
日
。

４
月
18
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、

同
施
設
で
抽
選
し
ま
す
。

募　

電
話
で
、
３
月
20
日（
祝
）～

４
月
２
日（
木
）に
、
び
わ
青
少
年

の
家
☎
59
―
０
８
７
１
へ
。

市
民
提
案
型
協
働
事
業

　

市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案
さ
れ

た
事
業
を
市
と
協
働
で
実
施
し
、

地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、

　新型コロナウイルスの影
響により、広報ひらつかに
掲載されているイベントや
講座などの開催が急きょ中
止になったり、内容が変更
になったりする可能性があ
ります。
　各イベントについて詳し
くは、市ウェブのイベント
カレンダーなどをご覧いた
だくか、各記事の末尾に記
載してある電話番号へお問
い合わせください。

　キャンプなどの研修会を通じて、ジュニア・リーダーに必要な知
識や技術を学びます。４月時点で、市内在住・在学の中学生・高校
生32人（抽選）。２，５００円。キャンプなどは別途費用がかかります。
募　各公民館などにある申込書を、郵送または直接、４月８日（水）ま
でに、本館１階の青少年課☎71―５９５０へ。市ウェブからも申し込めます。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
仲
間
の
絆
が

深
ま
り
ま
す

水辺の春を楽しみましょう
↓

耐
震
化
で
大
地
震
に
備
え
よ
う

　

大
地
震
が
起
き
た
時
、生
死
を
左
右
す
る
建
物
の
強
度
。
昭
和
56
年
以
前
の「
旧
耐
震

基
準
」で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
強
度
不
足
に
よ
り
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
わ
が
家
の
地
震
対
策
」を
ぜ
ひ
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　　

建
築
指
導
課
☎
21
―
９
７
３
１

　
「
大
規
模
な
地
震
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
建
物

の
耐
震
性
を
高
め
、
災
害
へ
の

準
備
を
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
で

す
」と
市
建
築
指
導
課
の
中
島

大
輔
主
任
は
話
し
ま
す
。

　

市
は
平
成
21
年
に
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
。
平
成
28
年

に
改
定
し
、
市
内
の
耐
震
性
の

あ
る
住
宅
の
比
率（
耐
震
化
率
）

を
83
㌫
か
ら
95
㌫
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

耐
震
化
の
き
っ
か
け
に

　
「
自
宅
の
耐
震
性
に
不
安
を

感
じ
つ
つ
も
、

何
か
ら
始
め
て

い
い
の
か
、
一

歩
踏
み
出
せ 

な
い
方
が
多
い

の
が
現
状
で

す
」と
話
す
中

島
主
任
。

　

そ
こ
で
、
同

課
で
は
、
旧
耐

震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
木
造
住

宅
へ
職
員
が
訪
問
し
、
耐
震
化
の

必
要
性
や
市
の
補
助
事
業
の
説

明
、
耐
震
相
談
会（
左
下
囲
み
）の

案
内
を
す
る
活
動
を
、
平
成
29
年

度
か
ら
実
施
し
、
令
和
２
年
度
で

市
内
全
域
の
訪
問
が
完
了
し
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
相

談
や
補
助
制
度
を
利
用
し
た
耐
震

化
工
事
も
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
耐
震
相
談
会
に
は

132
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
地
震
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
記
事
を
き
っ
か
け
に

『
わ
が
家
の
地
震
対
策
』に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
準
備
を
進
め

て
ほ
し
い
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
」と
中
島
主
任
は
呼
び
掛

け
ま
す
。

イベントなどが
中止になる場合
があります

　各地で起きている大地震の被害を見て、
倒壊を避けるためにわが家でも耐震補強工
事が必要だなと感じていました。
　どうするのがいいのかと考えていた昨年
６月、市の職員の方の訪問をきっかけに耐
震相談会に参加しました。相談会で対応し
てくれた建築士さんにその場で耐震診断を
依頼したところ、結果は「基準に対して２４
㌫の耐震性」という評価。市の補助金を利
用して耐震補強工事をすることにしまし
た。今では家族の命を守れる家になって、
安心しています。
　市の制度を知らなかったので、相談会は
とても良い機会でした。多くの人に知って
もらえるといいですね。

　建築士に個別に相談できます。市の補助制
度の説明もします。ぜひご参加ください。
　４月18日（土）、午前９時・10時・11時（各１時
間30分）。本館３階302会議室。市内在住・在勤・
在学の方、各回５組（先着順）。
募　電話または直接、本館６階の建築指導課
☎21―９７３１へ。

耐震相談会を開きます

利用者
の声

　昭和55年に建てた自宅を、市の
補助制度を利用して耐震補強工事
した市民に話を聞きました。

「
自
治
会
で
も
回
覧
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は

い
つ
で
も
ご
相
談
を
」と
啓
発
チ
ラ
シ
を
手
に
す
る

中
島
主
任
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　個店アドバイザー派遣制度を利用しませんか

お
知
ら
せ

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告

期
限
を
４
月
16
日（
木
）に
延
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
申
告
期
限
を

３
月
16
日
か
ら
４
月
16
日（
木
）ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
申
告
期
限
で
あ
る
３
月

16
日
を
過
ぎ
て
申
告
書
を
提
出
し

た
場
合
は
、
処
理
の
都
合
上
、
例

年
６
月
に
送
付
し
て
い
る
納
税
通

知
書
の
発
送
が
遅
れ
た
り
、
申
告

書
の
内
容
の
反
映
が
７
月
以
降
に

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税（
保
険

新
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
り
し
ま
す
。

説
明
会
を
開
き
ま
す
　
４
月
11
日

（
土
）午
後
２
時
～
４
時
。
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
な
ど
に
あ
る
企
画
提

案
書
を
、
直
接
、
４
月
13
日（
月
）～

５
月
15
日（
金
）に
、
本
館
７
階
の
協

働
推
進
課
☎
21
―
９
６
１
８
へ
。

ミ
ニ
演
フ
ェ
ス
の
参
加
団
体

　

９
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）に
、

湘
南
ひ
ら
つ
か
市
民
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
同
時
に
、
中
央
公
民

館
小
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
す
。

　

平
塚
市
や
近
隣
市
町
に
活
動
拠

点
が
あ
り
、
月
１
回
程
度
開
く
会

議
に
出
席
で
き
る
劇
団
な
ど
。
１

団
体
５
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　

〒
254
―
００４５
見
附
町
31
―
10
ま

ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業
課
☎
32

―
２
２
３
７

32
―
２
２
４
０

bunka@
hiratsukazaidan.jp

の

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）に
、

同
課
へ
。

年
金
課
☎️
21
―
８
７
７
５
）や
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
保
険
年
金

課
☎️
21
―
９
７
６
８
）、
介
護
保

険
料（
介
護
保
険
課
☎️
７１
―
５
２

３
８
）の
算
定
に
影
響
が
で
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
担

当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　　
市
民
税
課
☎️
21
―
８
７
６
６

改
訂
し
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

１
月
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）が
新
た
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
ま

し
た
。

　

今
号
の
広
報
ひ
ら
つ
か
と
一
緒

に
配
っ
て
い
ま
す
。
家
の
近
く
の

危
険
な
箇
所
を
確
認
す
る
な
ど
、

土
砂
災
害
被
害
の
軽
減
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

問　　

災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

固
定
資
産
評
価
額
な
ど
の
縦
覧

　

４
月
１
日（
水
）
～
６
月
１
日

（
月
）。
本
館
２
階
の
固
定
資
産
税

課
。
次
の
方
に
限
り
ま
す
。
①
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
同
一
世
帯

の
親
族（
本
人
確
認
が
で
き
る
運

転
免
許
証
な
ど
を
持
参
）②
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
代
理
人

（
委
任
状
ま
た
は
同
意
書
と
、
代

理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
運
転

免
許
証
な
ど
を
持
参
）。

問　　

固
定
資
産
税
課
☎
21
―
８
７

６
８プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使

用
は
３
月
31
日（
火
）ま
で

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
未
使
用

で
も
返
金
で
き
ま
せ
ん
。
期
限
内

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　　

購
入
・
使
用
等
専
用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
050
―
３
８
５
０
―
５
８

４
８

　派遣は年度内に４回まで、１回２時間以内です。次の条件を全て満
たす８店舗（先着順）。①大手フランチャイズチェーンなどではない、
市内で営業している小売業・飲食業・サービス業②資本金の額・出
資額が5,000万円以下、または従業員が小売業・飲食業は50人以下、

サービス業は100人以下③市税の未納がないーなど。
募　市ウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは
直接、４月１日（水）から、本館５階の商業観光課☎35―８１０７ 35-８１２５

shokan@へ。

派遣申請をお待ちしています

　６月１日（月）～令和３年２月28日（日）に、市
内の幼稚園・保育所・認定こども園などへ、
音楽演奏やリズム体操をする団体を派遣し
ます。
募　〒254―００４５見附町31―10まちづくり財団
文化事業課☎32―２２３７ 32―２２４０ bunka@hira 
tsukazaidan.jpにある申込書を、郵送・ファ
クス・メールまたは直接、令和２年４月１日

（水）～24日（金）正午までに、同課へ。

楽しい時間を過ごしませんか

↓

　市では、中小企業診断士や専門知識のあるアドバイザーを店
舗へ派遣し、店づくりや販売促進などを支援しています。効果

的な商品のレイアウトや商品化などの相談などができます。
問　商業観光課☎️35―８１０７

店内レイアウトを刷新 こばり　明石町２２−３４
☎２１ー３489

　「平成30年が創業50周年でした。節目の年を機に、客観的に店舗を
見直したいと考えたんです」と話す、洋傘店「こばり」の片山浩江さん。
平成30年にアドバイザー派遣制度を利用しました。

固定観念を覆すアドバイス

　派遣された店舗プロデューサーが店内を観察した後に発した一言
に、片山さんはとても驚きました。「『陳列されている商品が多すぎる』
と言われたんです。それまでは、とにかく多くの商品が並んでいる方

が、お客さまにとって選びやす
いと思っていましたから」と振り
返ります。「長く続ける中で、専
門店はこうあるべき、といった
固定観念ができてしまっていた
んですね」。早速、展示する商品
を減らし、すっきりとしたレイ
アウトへと変更しました。
　さらに、「店内にお客さまが座
る場所があった方が良い」という
アドバイスを受け、畳張りのベ
ンチを設置。ゆっくり商品を選
べる空間を作りました。
　「考え方を見直す機会になり、
店に新しい風が吹き込んできま
した。店舗の在り方に悩んでい
る方には、お勧めですよ」と片山
さんは笑顔で呼び掛けます。

１
本
１
本
の
見
や
す
さ
を

重
視
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に

アドバイスを受けて設置したベンチ
で接客する片山さん（右）

　「地元に密着した移動販売のパ
ン屋として６台の販売車が日々巡
回しています。今年で創業29年
目を迎え、良い所は残しつつ、時
代に合わせて変わっていかなけ
ればと思いました」と話す、楠忠

ただ

修
のぶ

さん。２０歳の時に父親から事
業を引き継ぎ、パン工房「ハロー
エレファン」の取締役社長を務め
ています。

コンセプトを明確に

　同社は昨年５月にアドバイザー
派 遣 制 度 を 利 用 し、 店 舗 プ ロ
デューサーのアドバイスを受け
ながら、会社のコンセプトや強
みを明確化。「まず最初に理想のお客さま像を描きました」と振り返る
楠さん。何歳ぐらいか、趣味は何か、どんな生活をしているのかなど、
実際のお得意さまを思い浮かべながら、絞り込みました。「親・子・孫
の３世代の親世代、おばあちゃんがメインの顧客で、家族みんなで食
べて笑顔で元気になれるパン、という方向性がまとまりました」。
　同時に会社のブランドカラーも検討し、オレンジと緑に決定。新し
いロゴマークも完成しました。楠さんは「自社のことを掘り下げて考
えて、いろいろなことを見直していく良い機会になりました。新しい
ロゴを掲げてスタッフの結束を高め、よりお客さまに喜ばれるパン屋
を目指します」と意欲的です。

◀︎
移
動
販
売
車
に
貼
ら
れ
た

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
▼「
家
族
全

員
で
楽
し
め
る
パ
ン
を
提
供

し
ま
す
」と
話
す
楠
さ
ん

新ロゴマークを作成 ル・カンフリエ　ハローエレ
ファン　公所４０８ー１☎59ー2232
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　会場は保健センターで
す。母子健康手帳をお持
ちください。詳細は、市
ウェブをご覧ください。
問　健康課☎55―２１１１

◆乳児個別健康診査
　実施医療機関へ直接お
申し込みください。４カ
月児・８～10カ月児。実
施医療機関の一覧表は、
市ウェブまたは保健セン
ターで入手できます。
◆母親父親教室（予約制）
　各３０組（先着順）。
★快適マタニティライフ
編　妊娠中の食事など　
３日（金）午前１０時30分～

午後１時30分。妊婦と家
族。歯ブラシ。１人５００円。
★赤ちゃん誕生準備編　
出産までのプロセスなど
　２４日（金）午後１時３０分
〜３時３０分。妊娠８カ月以
降の方と家族。
◆離乳食教室（予約制）
　100円。
★５・６カ月児　１３日（月）
午後１時30分～２時40分。
★７・８カ月児　１７日（金）
午後１時30分～２時45分。
★９カ月児〜１歳６カ月児
　２０日（月）午前１０時30分
～１１時３０分。
★ダイジェスト版　開始

から卒業まで　５カ月児
〜１歳６カ月児。１８日（土）
午前１０時３０分〜正午。
◆歯科健康診査（予約制）
　８日（水）午後１時～２時
30分・２３日（木）午前９時
～10時30分。２歳１カ月児
～２歳６カ月児。
◆産後メンタルヘルス
（予約制）
　臨床心理士による個別
相談です。２２日（水）午後。
イライラや不安などの症
状が２週間以上続き、育
児や生活の悩みなどがあ
り、主治医のいない方ま
たは家族３人（先着順）。
◆７カ月児相談
　ふれあい遊びの紹介な

ど　７日・２１日の火曜日、
午前９時～10時受け付け。
◆育児相談
　８日・２２日 の 水 曜 日、
午前９時30分～10時30分 
受け付け。
◆歯っぴい　はみがき教
室（予約制）
★歯みがき準備期編　１４
日（火）午前１０時〜１１時。
８カ月児～１歳０カ月児。
◆産後ルーム「ママはぐ」
（予約制）
　１０日・２４日の金曜日、
午前10時～午後１時30分。
４カ月以内の乳児がいる
初産婦で、育児に不安が
ある方ら20組（先着順）。
500円。

4４ 月

広告

こ
ど
も
発
達
支
援
室
く
れ
よ
ん

が
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
に
移
転

　
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
福
祉
事

業
セ
ン
タ
ー（
追
分
１
―
43
）で
の

業
務
を
再
開
し
ま
す
。

問　　　　　　
　
こ
ど
も
家
庭
課
☎
32
―
２
７

３
８健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組

む
通
い
の
場
の
説
明
会

　
介
護
予
防
に
取
り
組
む
住
民
主

体
の
活
動
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。事
業
の
説
明
な
ど
を
し
ま
す
。

　
４
月
23
日（
木
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
。
本
館
４
階
410
会
議
室
。

募
　
電
話
で
、
４
月
17
日（
金
）ま

で
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎

20
―
８
２
１
７
へ
。

心
身
障
が
い
者
福
祉
手
当
の

変
更
届
を
お
忘
れ
な
く

　
４
月
は
心
身
障
が
い
者
福
祉
手

当
の
振
り
込
み
月
で
す
。
受
給
者

本
人
が
転
出
・
死
亡
・
施
設
入
所

し
て
受
給
資
格
が
消
滅
し
た
り
、

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

振
込
口
座
を
変
更
し
た
り
す
る
場

合
は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問　　　　　　
　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４家

族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
腰
痛
肩
こ
り
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。
市
内
在
住
で
家
族
を
介

護
し
て
い
る
方
。
先
着
順
。

　
①
４
月
３
日（
金
）。
福
祉
会
館

ⓐ
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分
。
12
人
ⓑ
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
。
９
人
②
６
日（
月
）午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。
南

部
福
祉
会
館（
袖
ケ
浜
20
―
１
）。

６
人
③
９
日（
木
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
プ
ラ
ザ
平
塚（
大
神
３
３
４

４
―
４
）。
６
人
。

募
　
電
話
で
、
福
祉
会
館
☎
33
―

３
１
０
０
へ
。

健
康
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
く
す
の

木
体
操
教
室
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
自
身

や
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
、
健
康
推
進
員
の
養
成
講
座
を

開
き
ま
す
。

　
５
月
20
日（
水
）～
９
月
15
日

（
火
）、
全
８
回
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
。
保
健
セ
ン
タ
ー
。

市
内
在
住
の
方
20
人（
先
着
順
）。

募
　
電
話
で
、
健
康
課
☎
55
―
２

１
１
１
へ
。

戦
没
者
等
遺
族
の
特
別
弔
慰
金

の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
軍
人
・
軍

属
ら
の
ご
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
戦
没
者
ら
が
死
亡
し
た
当
時
の

遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
、
戦
没
者
ら
の
配
偶
者
ら
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給

す
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

①
〜
④
の
順
で
、
一
番
順
位
が
高

い
方
１
人
に
額
面
25
万
円
、
５
年 

償
還
の
記
名
国
債
を
支
給
し
ま
す
。

　
①
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
②
戦
没
者

ら
の
子
ど
も
③
戦
没
者
ら
の
ⓐ
父

母
ⓑ
孫
ⓒ
祖
父
母
ⓓ
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
ら
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件

で
、
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
）

④
戦
没
者
ら
の
3
親
等
内
の
親
族

（
①
～
③
を
除
き
戦
没
者
ら
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
）。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
　
本
館
１
階
の
福
祉
総
務
課
☎

21
―
９
８
６
２
に
あ
る
申
込
書

を
、
事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、
直

接
、
４
月
１
日（
水
）～
令
和
５

認知症を予防しよう
理解しよう

認知症サポーター養成講座
　知識と対応方法を学んで、認知症への理解を深
めませんか。講座修了後には、サポーターの証し、
オレンジリングを配ります。
　４月23日（木）午前10時～11時30分。中原公民館

（御殿２―17―38）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。
筆記用具・飲み物。
募　電話で、高齢者よろず相談センターごてん☎
31―６９５７へ。

認知症予防教室
　講話を聴き、脳活性
化運動のコグニサイズ
を体験します。
　４月15日（水）午後１時
30分～３時。松が丘公民
館（東中原２―17―19）。市
内在住・在勤の65歳以
上の方または家族20人

（先着順）。筆記用具・
飲み物・室内用運動靴。
動きやすい服装でお越
しください。
募　電話で、高齢者よ
ろず相談センターまつ
がおか☎35―４４６５へ。

コグニサイズは頭と体を
使うエクササイズです

健康ウオーキングではコースの下見
や参加者の誘導などをします

↓
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広告

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ

　

横
浜
ビ
ー
・
コ
ル
セ
ア
ー
ズ
―

富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
。
４
月
４
日

Ｇ
展　

　

７
名
の
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。
絵

画
を
展
示
し
ま
す
。

　

３
月
25
日（
水
）～
31
日（
火
）、

午
前
11
時
～
午
後
５
時（
25
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
31
日
は
午
後
３
時

ま
で
）。
元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
平
塚

（
明
石
町
１
―
１
）。　

問　　　　　　　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
平
塚
☎️

22
―
７
６
２
５

Ｊジ

ヨ

イ

フ

ル

Ｏ
Ｙ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
内
で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
映

画
ソ
ン
グ
な
ど
を
歌
い
ま
す
。

　

５
月
10
日（
日
）午
後
３
時
開

演
。
中
央
公
民
館
。
全
席
自
由
１

０
０
０
円
。

問　　　　　　　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
コ
ン
サ
ー
ト

　生後91日以上の犬を飼っている方は、必ず予防注射を受けさせてくだ
さい。動物病院でも受け付けています。通知はがき・愛犬手帳。３,６５０円、
初めて登録する犬は６,６５０円。

問　　　　　環境保全課☎23―９969

狂犬病の予防注射をしましょう

実施日 　　会場・時間
午前 午後

4/８（水） 旭北公民館
９時3０分～１０時20分

徳延公園
１０時５０分～１１時１０分

山王山公園
１時３０分～２時

万田貝殻坂公園
２時30分～3時

4/9（木） 城島公民館
９時３０分～１0時

王御住公園
10時３０分～１１時10分

吉沢公民館
１時2０分～５０分

土屋多目的広場
２時２０分～4０分

4/10（金） 須賀夕映え公園
９時３０分～50分

三島公園
10時２０分～50分

馬入児童公園
１時３０分～２時

八幡公民館
２時3０分～３時

4/13（月） 南原公民館
９時３０分～１０時

大久保公園
１０時3０分～１１時

崇善公民館
１１時30分～正午

豊田公民館
１時2０分～２時

金田公民館
２時３０分～３時20分

4/14（火） 横内公民館
９時３０分～１0時10分

四之宮公園
１０時4０分～１１時1０分

田村宮の前公園
１時３０分～２時

大神公民館
２時３０分～３時

4/15（水） 松が丘公民館
９時３０分～１０時

真土大塚山公園
１０時3０分～１１時1０分

月見公園
１時３０分～２時

桃浜公園
２時３０分～３時10分

4/16（木） なでしこ公民館
９時３０分～１０時

松風公園
１０時3０分～１１時

金目公民館
１時３０分～２時10分

真田公園
２時5０分～３時10分

4/17（金） 旭第一公園
９時３０分～１０時

五領ヶ台公園
１０時3０分～１１時

年
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
、
同

課
へ
。

特
別
障
が
い
者
手
当
な
ど
の

受
給
申
請
と
手
当
額
の
変
更

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
が
な

く
て
も
申
請
で
き
ま
す
。
施
設
に

入
所
し
て
い
な
い
、
所
得
が
基
準

以
下
の
方
で
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方
。

特
別
障
が
い
者
手
当　

現
在
３
カ

月
以
上
入
院
し
て
い
な
い
20
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方
。
①
常
に
特
別
な
介
護
を

必
要
と
す
る
障
が
い
が
２
つ
以
上

あ
る
②
肢
体
不
自
由
・
内
部
機
能
・

知
的
・
精
神
な
ど
の
障
が
い
が
あ

り
①
と
同
程
度
以
上
。

障
が
い
児
福
祉
手
当　

常
に
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
が

あ
り
、
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す

る
他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な

い
20
歳
未
満
の
方
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
、
特
別

障
が
い
者
手
当
・
障
が
い
児
福
祉

手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
の
月
額

が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　　　　　　　

障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４

（
土
）午
後
５
時
５
分
、
５
日（
日
）

３
時
５
分
。
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
。
チ
ケ
ッ

ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
小
学
生
は
ド

リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
う
と
無

料
で
観
戦
で
き
ま
す
。

問　　　　　　　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

首
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

　

東
海
大
―
桜
美
林
大
な
ど
。
４

月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）、
午
前

10
時
な
ど
。雨
天
中
止
。バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ

ら
つ
か
。
１
０
０
０
円
、大
学
生
・

高
校
生
500
円
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日

券
の
み
。
試
合
開
始
１
時
間
前
か

ら
同
ス
タ
ジ
ア
ム
で
販
売
し
ま
す
。

問　　　　　　　

総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園　

運

動
・
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

開
放
的
な
公
園
で
楽
し
く
運
動

し
ま
せ
ん
か
。
馬
入
ふ
れ
あ
い
公

園
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場（
中
堂
246
―

１
）。
各
全
８
回
。
小
雨
決
行
。
先

着
順
。
詳
し
く
は
同
公
園
ウ
ェ
ブ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
未
就
園
児
の
親
子
運
動
教
室　

４
月
15
日
～
６
月
17
日
の
水
曜

日
、午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分
。

市
内
在
住
で
平
成
29
年
４
月
２
日

～
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

未
就
園
児
と
保
護
者
25
組
50
人
。

②
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室（
右
写
真
）

　

午
後
３
時
10
分
～
４
時
10
分
。

市
内
在
住
で
平
成
27
年
４
月
２
日

〜
平
成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

幼
児
と
保
護
者
各
30
組
60
人
。
ⓐ

水
曜
日
コ
ー
ス　

４
月
15
日
～
６

月
17
日
ⓑ
金
曜
日
コ
ー
ス　

４
月

17
日
～
６
月
５
日
。

③
レ
デ
ィ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
教
室　

４
月
17
日
～
６
月
５
日
の
金
曜

日
、
午
前
10
時
30
分
～
正
午
。
市

内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
女

性
50
人
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項
・
年
齢

（
①
②
は
子
ど
も
の
生
年
月
日
②
は

年
少
・
年
中
の
区
分
と
希
望
コ
ー

ス
も
）を
、
メ
ー
ル
で
、
３
月
23
日

（
月
）正
午
か
ら
、
馬
入
サ
ッ
カ
ー

場
☎
24
―
１
１
３
７

banyuu-
soccer-ground@

m
f.scn-net.

ne.jp

へ
。

↓

親子でボールを追いかけましょう

次回納期の市税・手数料

①国民健康保険税（第１０期）
②後期高齢者医療保険料（第９期）
③介護保険料（第１０期）
④清掃し尿従量手数料（第１２期）
⑤清掃し尿定額手数料（第４期）
　納期限　3月３１日（火）
問　①保険年金課☎21―８７７５
　　②保険年金課☎21―９７６８
　　③介護保険課☎71―５２３８
　   ④⑤収集業務課☎21―８７９６

　納付には、口座振替を利用
すると納め忘れがなく便利で
す。通帳・通帳印・市税や手
数料の通知書などをお持ちい
ただき、市内の金融機関の窓
口などで、申し込めます。詳
しくはお問い合わせください。

事
務
局
☎
090
―
５
５
４
５
―
７
２

９
６ギ

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
合
奏
し

ま
す
。

　

４
月
18
日（
土
）午
後
２
時
～
４

時
。
中
央
公
民
館
。

問　　　　　　　

ギ
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
湘
南
の
磯

前
☎️
33
―
３
５
４
８

シ
ー
ス
ル
ー
パ
ン
の
花　

す

み
れ
会
作
品
展　

　

透
明
粘
土
で
作
っ
た
パ
ン
の
花

を
展
示
し
ま
す
。

　

４
月
16
日（
木
）～
21
日（
火
） 

午
前
10
時
～
午
後
６
時
。
市
民
プ

ラ
ザ
。

問　

シ
ー
ス
ル
ー
パ
ン
の
花
す
み

れ
会
の
平
山
☎
32
―
９
３
７
１

湘
南
画が

游ゆ
う

水
彩
画
展

　

新
作
水
彩
画
約
100
点
を
展
示
し

ま
す
。

　

４
月
14
日（
火
）～
19
日（
日
）、
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
50
分（
14

日
は
午
後
１
時
か
ら
）。
美
術
館
。

問　

湘
南
画
游
の
本
郷
☎️
34
―
７

７
０
２

田
中
信
男
展　

　

油
彩
画
を
展
示
し
ま
す
。

　

４
月
１
日（
水
）～
14
日（
火
）、

午
前
11
時
～
午
後
６
時（
１
日
は

午
後
３
時
か
ら
、
14
日
は
午
後
４

時
ま
で
）。
元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平
塚（
明
石
町
１
―
１
）。

問　　　　　　　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
平
塚
☎️

22
―
７
６
２
５　市内で活動する個人・

団体の開く、事前応募の
必要がないイベントが対
象です。詳しくは市ウェ
ブをご覧ください。
問　広報課☎️２１ー８７６１

お知らせ掲示板を
利用しませんか
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●配布のお問い合わせは、ミッド 0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

お
わ
び
と
訂
正

　市は昨年１２月、リトアニアを相手国とする「共生
社会ホストタウン」として国から登録を受けました。
　「共生社会ホストタウン」とは、パラリンピアンと
の交流をきっかけに、ユニバーサルデザインのまち

づくりなど、共生社会の実現に向けて取り組み、
２０２０年以降につなげていくもの。市は東京２０２０パラ
リンピックに向けて、パラリンピアンとの交流によ
る障がい理解の促進や、パラスポーツ体験などによ
る心のバリアフリーの普及を計画しています。
　２月２日には中央公民館でパラスポーツ講演会を開
き、約２５０人の方が参加しました。今後も共生社会
実現のため、さまざまな取り組みを進めていきます。
問　オリンピック・パラリンピック推進課☎20—8700

リトアニア 平塚 昨
年
の
テ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
で
パ
ラ

リ
ン
ピ
ア
ン
を
歓
迎
す
る
小
学
生

「
ま
ち
の
話
題 

写
真
リ
ポ
ー

ト
」と「
市
長
コ
ラ
ム
」は
、

お
休
み
し
ま
す

　広報ひらつか第１１４６号（令和２年３月第１金曜日号）に
３カ所の誤りがありました。おわびして訂正します。
①１面右下の「平塚市の人口と世帯数〈令和２年２月１日現
在（　）内は前月比〉」に掲載している数値は誤りで、正しくは
人口２５万７，５７８人（−１３５）、世帯数１１万２，３５４世帯（−４０）
です。
②１面写真説明で「龍城ケ丘プール跡地東側の昭和６２年

の様子」とありますが、正しくは「西側」です。後日、跡地
周辺の昭和６２年ごろの写真と現在の写真を対比させた資
料を作成し、公表します。
③３面上段の「コンセプトはB

ビ ー チ
each L

ラ イ フ
ife B

ベ ー ス
ase H

ヒ ラ ツ カ
iratsuka」

の記事中に、「国道１２９号沿い」とありますが、正しくは「国
道１３４号沿い」です。
　ご迷惑をお掛けし、誠に申し訳ございませんでした。

公共施設の休館を３月３１日まで延長します
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、公民館・図書館・博物館・美術館な
どの休館・施設利用中止を、３月31日（火）まで延長します。
　各施設の開閉状況は、市ウェブをご覧いただくか、施設にお問い合わせくださ
い。新型コロナウイルスへの市の対応は、市ウェブ・市公式ＳＮＳ・公民館窓口へ
の掲示などでお知らせします。

　
３
月
中
旬
以
降
、
総
合
公
園
や
湘
南
平
な
ど
、
市
内
各
地
で
桜
が
見
頃
を

迎
え
ま
す
。
今
年
の
お
花
見
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
次
の
点
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

● 

飲
食
を
伴
う
宴
会
な
ど
は
控
え
て
く
だ
さ
い

● 

歩
き
な
が
ら
の
見
物
を
お
願
い
し
ま
す

● 

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す

問　　　　　　
　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎️
35
︱
２
２
３
３

　
　
み
ど
り
公
園
・
水
辺
課
☎
21
︱
９
８
５
２

お
花
見
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

　４月25日（土）・26日（日）に総合公園
で開催を予定していた緑化まつりは、
中止します。

問　みどり公園・水辺課☎21―9852

緑化まつりを中止

子どもたちも『コロナ疲れ』？　
気になることがあったらご相談を

こちらに
電話で
ご相談を

　新型コロナウイルス感染症は、身体症状や感染防止策に目が行きがち
です。しかし、休校、休館や外出の制限など、慣れない状況で子ども
たちは不安やストレスを感じやすくなります。
　中には、急に甘えだしたり、イライラして八つ当たりをするなど、普
段しないような行動を取ることもあるかと思います。
　お子さんの様子で、気になることがあったら、電話でご相談ください。

子育て支援センター
☎️34-9076

　受付時間は、
平日の午前10時
〜午後3時。

　受付時間は、
平日の午前9時
〜午後5時。

両館は休館中ですが、電話での相談は受け付けています。

未就学児 小・中学生
子ども教育相談セン
ター☎️36-6013

①厚生労働省電話相談窓口
　　０１２０－５６５６５３
　　　　０3－3595－2756
②神奈川県新型コロナウイルス
　感染症専用ダイヤル
　☎︎０４５－２８５－０５３６　　
③平塚保健福祉事務所
　☎︎３２－０１３０
　　35－4025
④帰国者・接触者相談センター
　（県庁内）☎︎045－285－1015

　自身の症状に不安がある場合は、右の
窓口へご相談ください。
　受付時間は①②が平日・休日の午前
９時〜午後９時③が平日の午前８時30分〜
午後5時15分④が平日の午後5時15分〜
翌日午前8時30分と休日（24時間）です。
受付時間は変更になる場合があります。

不安な症状がある方の
相談窓口はこちら




